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江戸時代

八 幡 地 区 の 系 譜 

佐布里村 如意寺の大般若経 第六百巻奥書 
「応永三（1396）丙子十二月廿五日於尾州智多郡額石保 
法海寺理性房書写畢禿筆金剛資定叡」 

廻間村 極楽寺の鰐口 
「永正六（1509）己巳十一月六日敬白 尾州智多郡寺本保内
泉養山極楽寺」 

寛正6（1465） 
寺本保 

永正6（1509） 
寺本保 

慶長13 
（1608） 
寺本郷 

（寺本四カ村） 

大正11.4.1 
（1922） 
八幡町 

明治39.5.1 
（1906） 
八幡村 

朝倉村 

古見村 

佐布里村 

明治11.12.28 
（1878） 
新知村 

昭和30.4.1 
（1955） 
知多町 

昭和45.9.1 
（1970） 
知多市 

岡田町 

旭 町 

鎌倉時代の地名は不
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八幡地区 
平成25.4.1現在 

（2013） 
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廻間村 

明治11.12.28 
（1878） 
八幡村 

平井村 

杉山組 枝郷 

中嶋村 

小根組 枝郷 

堀之内村 

荒 井 

荒 古 

枝郷 

応永3（1396） 
額石保 

寺本名の初見は、幕府政所執事伊勢丘庫助貞宗の被官であ
る蜷川親元の日記 寛正6（1465）8月7日の条 
「荒尾治部少輔方知行分尾州寺本代官職…」に見える 

番賀郷（はがのごう）

　この郷名の初見は、平城京出土木簡に「尾張國智多郡番賀郷花井里丸部龍麻呂」（表）

「調塩三斗　神亀4（727）年　10月7日」（裏）とあり、奈良時代に確認できる。番賀郷の位置に

ついては「大日本地名辞書」では、現東海市南部から知多市北部にかけた一帯としている。

ちなみに、知多市八幡付近から東海市の海岸に沿って、古代の製塩遺跡が集中して存在し

ている。

額石保

　室町時代になり、薬王山法海寺の位置を額石保と呼んでいた。額石保という地名がのちの

寺本四カ村の全域を指していたのか、法海寺付近の一区画のみを指していたのかは分からな

いが、「保」というのは民家の集った一区画（村）を指しており、醍醐寺文書に見られる国衙領

（こくがりょう）である。


